
◎
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

（
平
成
二
七
年
七
月
八
日
法
律
第
五
二
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
七
年
六
月
四
日
・
衆
議
院
災
害
対
策
特
別

委
員
会

）

○
山
谷
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
活
動
火
山
対
策
特
別

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及

び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
昨
年
九
月
に
発
生
し
た
御
嶽
山
噴
火
災
害
を
教
訓
に
、

ま
た
、
火
山
災
害
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
活
動
火
山
対
策
の
総
合
的
な
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
住

民
、
登
山
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
警
戒
避
難
体
制
を
整
備
す

る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
火
山
対
策
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
い
た
し
ま

す
。

第
一
に
、
基
本
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
は
、
活
動
火
山
対
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
指
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
警
戒
地
域
の
指
定
及
び
火
山
防
災
協
議
会
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
は
、
火
山
の
爆
発
の
蓋
然
性
を
勘
案
し
て
、
警
戒
避
難

体
制
を
特
に
整
備
す
べ
き
地
域
を
火
山
災
害
警
戒
地
域
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
警
戒
地
域
の
指
定
が

あ
っ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町

村
長
、
気
象
台
、
地
方
整
備
局
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
火
山
専
門
家

等
か
ら
成
る
火
山
防
災
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。警

戒
地
域
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
地
方
防
災
会
議
は
、
火
山
防
災

協
議
会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
火
山
現
象

の
発
生
及
び
推
移
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
並
び
に
予
警
報
の
発

令
及
び
伝
達
、
住
民
等
が
と
る
べ
き
立
ち
退
き
の
準
備
等
の
避
難
の
た
め

の
措
置
、
避
難
場
所
及
び
避
難
経
路
、
救
助
に
関
す
る
事
項
な
ど
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
長
は
、
火
山
現
象
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
方

法
、
避
難
場
所
及
び
避
難
経
路
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
記
載
し
た
印
刷
物
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を
配
布
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
避
難
確
保
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

警
戒
地
域
内
の
集
客
施
設
や
要
配
慮
者
が
利
用
す
る
施
設
の
所
有
者
ま

た
は
管
理
者
は
、
施
設
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る

た
め
の
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
基
づ
き
避
難
訓
練
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
五
に
、
登
山
者
等
に
関
す
る
情
報
の
把
握
等
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。地

方
公
共
団
体
は
、
登
山
者
等
に
関
す
る
情
報
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
登
山
者
等
は
火
山
の
爆
発
の
お
そ
れ
に
関
す
る
情
報
の
収
集
等
に

努
め
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
研
究
機
関
相
互
間
の
連
携
の
強
化
並
び
に
火
山
専
門
家
の

育
成
及
び
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
登
山
者
を
明
記
す
る

な
ど
本
法
案
の
内
容
を
踏
ま
え
た
目
的
規
定
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
長
報
告

（
平
成
二
七
年
六
月
一
六
日
）

○
梶
山
弘
志
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
災
害
対
策
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
活
動
火
山
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
活
動
火
山
対
策
の
総

合
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も

に
、
火
山
災
害
警
戒
地
域
に
お
け
る
警
戒
避
難
体
制
を
整
備
す
る
等
の
措

置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

内
閣
総
理
大
臣
は
、
活
動
火
山
対
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
指
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
警
戒
避
難
体
制
を
特

に
整
備
す
べ
き
地
域
を
、
火
山
災
害
警
戒
地
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、

警
戒
地
域
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
火
山
防
災
協
議
会
を
組
織
す

る
も
の
と
し
、
地
方
防
災
会
議
は
、
火
山
防
災
協
議
会
の
意
見
を
聞
い
た

上
で
、
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事

項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

警
戒
地
域
内
の
集
客
施
設
や
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
管
理
者
等
は
、
施

設
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め
の
計
画
を
作
成

し
、
こ
れ
に
基
づ
く
避
難
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
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等
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
六
月
三
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
四
日
に
山
谷
防

災
担
当
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
十
一
日
に
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
質
疑
終
局
後
、
採
決
の
結
果
、
本
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
長
報
告

（
平
成
二
七
年
七
月
一
日
）

○
秋
野
公
造
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
災
害
対
策
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
昨
年
九
月
に
発
生
し
た
御
嶽
山
の
噴
火
の
教
訓
等
を
踏

ま
え
、
活
動
火
山
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
活
動
火
山
対
策
の
総
合
的

な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、

火
山
災
害
警
戒
地
域
に
お
け
る
警
戒
避
難
体
制
を
整
備
す
る
等
の
措
置
を

講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
法
改
正
の
意
義
及
び
期
待
さ
れ
る
効
果
、

火
山
の
研
究
・
監
視
体
制
の
強
化
と
火
山
専
門
家
の
育
成
、
確
保
に
向
け

た
取
組
、
登
山
者
等
に
係
る
避
難
体
制
の
在
り
方
、
口
永
良
部
島
の
噴
火

災
害
対
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録

に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

な
お
、
本
法
律
案
の
審
査
に
先
立
ち
ま
し
て
、
阿
蘇
山
周
辺
地
域
に
お

け
る
火
山
防
災
対
策
等
に
関
す
る
実
情
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
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